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第７回秦荘町・愛知川町合併研究会会議録 

 

日時：平成１５年（2003 年）７月２日（水）午後２時から午後３時２０分まで 

場所：秦荘町総合福祉センター いきいきセンター 研修室 

出席者 

 委員 

 秦荘町：北川眞道副会長、上田太治副会長、上林貞委員、林正司委員、中村忠夫委員、

水野清文委員、宇野昌弘委員、廣田進委員、小泉勇一委員、高橋正夫委員、村

西作雄委員、西川博司委員 

 愛知川町：平元真会長、森隆一副会長、久保田九右衛門委員、藤田進委員、西川昌夫委

員、辻野彰男委員、竹中秀夫委員、石部稔英委員、青木信吉委員、姓農明彦委

員、杉本幸雄委員、徳田義一委員 

 事務局：細江新市事務局長、天野孝志事務局次長、北川孝司計画推進班長、藤居祐司総

務調整班長補佐、北川三津夫計画推進班長補佐 

  

 

欠席者：村木一夫議会事務局長、山岡勇市議会事務局長 

 

１．開会あいさつ 

 

細江局長  みなさんこんにちは。第７回の研究会は秦荘町のいきいきセンターで開催さ

せていただくことになりました。みなさま方には大変お忙しいところご出席いただ

きましてありがとうございます。また先週２６日から２７日にかけまして、愛媛県

の内子町・五十崎町の合併協議会への先進地視察研修ということでご参加をいただ

きまして、予定どおり終わらせていただきまして感謝申し上げます。それでは、た

だ今から第７回秦荘町・愛知川町合併研究会を開催させていただきます。まず最初

に会長よりあいさつをいただきます。 

平元会長  みなさんこんにちは。７月に入りましてみなさまがたにはたいへんご多用の

中を第７回秦荘町・愛知川町合併研究会にご出席をいただきまして、誠にありがと

うございます。局長も申し上げましたように２６日から２７日に合併研究会の先進

地視察研修ということでご出席いただきまして誠にありがとうございました。また、

大変ご心配をいただいております広域行政組合につきまして、３０日に覚え書きの

調印を済まさせていただきましたのでご報告します。また、重点支援地域指定の申

請を６月３日に提出しまして６月３０日に指定をいただきました。７月１日から県

職員の派遣を合併研究会事務局にいただいたところでございます。県の合併推進支

援室のほうから天野主幹が来ていただきました。今日ご出席いただいておりますが、



第 7回研究会会議録.doc 2

後ほどあいさつをいただけると思います。会議につきましては、報告案件３点と、

議事につきましては平成１４年秦荘町・愛知川町合併研究会会計決算の認定を求め

ることについてでございます。また、協議事項については両町の総合計画のダイジ

ェスト版の説明と事務局案の説明がございますので、どうぞよろしくお願い申し上

げまして開会にあたりましてのあいさつにかえさせていただきたいと思います。 

 

２．報告事項 

 

細江局長  それでは、次第に基づきまして進めさせていただきたいと思います。報告案

件ということで、合併研究会の分科会の設置についてでございますが、専門部会規

程第７条によりまして、専門部会に必要に応じて分科会を設置できるとなっており、

５つの分科会を作らせていただきまして、担当の職員をはりつけさせていただいて

おります。人事分科会は、人事・組織の機構・給与面での研究をお願いし、行政分

科会は、特に条例等について協議をいただきます。財政分科会については、財政シ

ミュレーション行財政改革等についてご協議いただきたいと思っております。すで

に、第１回の会合をもたせていただいており、２町が合併した場合の財政シミュレ

ーションについて検討をいただいております。出来次第この研究会で報告をさせて

いただきたいと思います。電算分科会におきましては電算システムの統合について

協議をいただきます。すでに両町において協議を進めていただいているところです。

最後に企画分科会ですが、新町の建設計画について協議をいただこうと考えており

ます。次に２番目と３番目でございます。今、町長の方よりお話がありましたよう

に、合併重点支援地域指定につきまして新聞報道等々もされまして参考資料にもつ

けさせていただきましたが、６月３０日に知事より県下８番目の合併重点支援地域

の指定を受けました。県職員の関係でございますが当初より７月１日からお願いす

るといったことで進んでおりまして、県の方もご配慮いただきまして７月１日から

派遣をいただきました。県の市町村合併推進支援室より天野主幹をお迎えすること

になりました。昨日、合併事務局次長として研究会の会長の方より辞令を交付いた

だきました。今後もよろしくお願い申し上げたいと思います。天野次長の方より一

言ごあいさつを申し上げます。 

天野次長  失礼します。７月１日付けで県の方から当合併研究会事務局の方に参りまし

た天野と申します。秦荘町さんと愛知川町さんのよりよいまちづくりに向けまして、

みなさんと共に精一杯努力していきたいと思います。どうぞよろしくお願い致しま

す。 

細江局長  ありがとうございます。以前能登川町、五個荘町、安土町の合併協議会の方

に派遣されておられました。そこで十分な経験を積んでおります。そのようなこと

で優秀な職員をいただきました。事務局一丸となって取り組んでまいりたいと思い
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ますのでよろしくお願い致します。それから、合併研究会の研究会だよりの方で出

させていただきたいと思いますが、事務局の体制を変えさせていただいております。

県職員を次長として迎えさせていただいて、その下に総務調整班、計画推進班とい

うのを設けさせていただいて、次長が総務調整班長を兼務ということでやっていた

だきます。それから、計画推進班長に秦荘町の北川課長補佐、それから総務調整班

長補佐に愛知川町の藤居係長、計画推進班長補佐に秦荘町の北川係長がつかせてい

ただくということにさせていただきました。それでは、３番目以降は会長が議長と

いうことで進行の方をよろしくお願い致したいと思います。 

 

３．会議録署名委員の指名 

４．議事 

 

平元議長  はい、ありがとうございました。ただ今事務局の方から報告案件を申し上げ

ました。それでは、これより議事に入りたいと思います。まず、会議録の署名委員

さんの指名でございますが、一巡いたしまして第７回目以降は、議員のみなさんと

職員のみなさんということになりますのでよろしくお願いします。本日の会議録署

名委員さんは、秦荘町の上林貞さん、愛知川町の青木信吉さんよろしくお願いしま

す。それでは、これより議事に入ります。第４号議案平成１４年度秦荘町・愛知川

町合併研究会会計決算の認定を求めることについてを議題とします。事務局の説明

をお願いします。 

細江局長  それでは、議案第４号平成１４年度秦荘町・愛知川町合併研究会会計決算の

認定を求めることについてを説明させていただきます。秦荘町・愛知川町合併研究

会規程第８条の規定により当研究会の認定を受けるものです。平成１４年度秦荘

町・愛知川町合併研究会決算書にもとづいて説明させていただきます。上の段が歳

入の部でございます。負担金といたしまして両町３１０，０００円ずつということ

で本年決算額６２０，０００円、補助金の県補助金ということで市町村合併検討事

業費県補助金予算決算額ともに１５５，０００円でございます。それから、歳出の

部でございます。事務費の需用費消耗品費でございますが、決算額２５２，２７３

円です。工事請負費決算額１９１，５２０円で内容は説明に書いているとおりでご

ざいます。備品購入費につきましては、決算額９３，７６５円でございます。次に

事業推進費ということで合併広報紙発行委託料で決算額１４１，０２５円でござい

ます。予備費は決算額０です。歳出合計予算額７７５，０００円に対しまして決算

額６７８，５８３円で不用額９６，４１７円です。歳入合計７７５，０００円から

歳出合計６７８，５８３円を差し引き９６，４１７円を次年度へ繰り越しさせてい

ただきます。よろしくお願い致します。 

平元議長  はい、ありがとうございました。それではここで、監査報告をお願い致しま
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す。水野監事さんよろしくお願い致します。 

水野委員  平成１５年６月２日愛知川町役場３階会議室におきまして、竹中委員さんと

私とで諸帳簿を監査させていただきましたところ、正しく諸帳簿等処理をされてい

ましたことを報告します。 

平元議長  それでは、質疑に入りたいと思います。質疑ございますか。 

全員    なし。 

平元議長  質疑なしと認めますので、これより採決に入ります。第４号議案平成１４年

度秦荘町・愛知川町合併研究会会計決算の認定を求めることについては、原案どお

り認定することに異議ございませんか。 

全員    異議なし。 

 

５．協議事項 

 

平元議長  ご異議なしと認め原案通り決定されました。それでは、第５番目の協議事項

に入らせていただきます。事務局の方からお願い致します。 

細江局長  それでは５番目の協議事項でございます。合併における効果と課題について

というようなことで、住民対話集会でも意見が出ておりましたが、合併におけるメ

リットデメリットを説明してほしい、合併について十分議論していただきたいとい

う要望も出されておりました。当合併研究会の重要項目であります、効果と課題を

まとめあげようと考えております。そのようなことで、既にお配りさせていただい

ております両町の第３次総合計画ができあがっております。本日お配りさせていた

だいております、第３次総合計画のダイジェスト版というのができあがっておりま

す。その、ダイジェスト版にもとづいて両町の企画担当課長の方より説明をいただ

きたいと思っております。総合計画の概略を把握いただきたいと思います。２町合

併における効果と課題ということで事務局案をつけさせていただいております。こ

れを説明させていただいて、効果と課題について議論をいただけたらと思います。

そのようなことをまとめさせていただいて、また研究会だよりにあげさせていただ

きたいと思います。２町合併の視察研修もさせていただきましたので、その辺もあ

わせて議論いただきたいと思います。それでは、ダイジェスト版の説明について秦

荘町の方は地域振興課長に、愛知川町は政策調整課長が説明申し上げますのでよろ

しくお願い致します。 

高橋委員（地域振興課長）  失礼いたします。ダイジェスト版におきまして、第３次総

合計画の概略を説明させていただきたいと思います。ダイジェスト版をおひらきい

ただきまして２ページから説明させていただきます。秦荘町第３次総合計画という

ことで、平成１３年６月に策定し西暦２０１０年（平成２２年）を目標にした総合

的なまちづくりを示す町政運営の指針となるものであります。計画の概要ですが、
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今後策定される町政各部門別の事業計画等はこの計画によりまして総合的に調整し

町政運営の中で直接実施する分野に限らず、国県その他の公共機関および民間活力

に期待する施策事業も含んでおります。また、この計画は「基本構想」「基本計画」

「実施計画」から構成し１つ目の基本構想はまちづくりの基本理念と将来像、また、

その実現のための基本的な施策の大綱を明らかにしたもので目標年次は、冒頭にも

申し上げましたとおり西暦２０１０年（平成２２年）としています。２つ目に基本

計画では、基本構想の理念に基づき基本的施策を総合的体系的に示して実施計画の

基礎となり前期計画期間５年、後期計画期間５年として必要に応じて見直しを図り

ます。３つ目の実施計画では、基本計画で示された目標実現にために実施すべき事

業を具体的に示したものであり毎年度の予算編成の指針となっています。次に３ペ

ージにはいります。まちづくりの目標としてこれまでの「ハーティータウン秦荘」

を基本理念として「人権尊重」のまちづくりを継承しながら、みんなの知恵を集め

て活かし住民が豊かに暮らし、しあわせを感じることのできるまちづくりをめざし

て、秦荘まちづくりデザイン～心ふれあい元気なまちハーティータウン秦荘～はた

しょう２１しあわせ創造プランと目標を掲げています。次の４ページから５ページ

には、まちづくりのフレームデザインとして、人口フレームでは少子高齢化率がま

すます増加する傾向にありますが、将来人口９，０００人、交流人口年間５０万人

を設定しています。また、５ページの地域構造フレームでは、１.交流拠点エリアの

整備として秦荘パーキングエリアの地域拠点整備、２.仮称「湖東三山インターチェ

ンジ」の整備要請、３.まちの核となる美しい街なみの形成、４.豊かな自然環境と

景観に配慮した住宅地の形成、５.宇曽川緑地軸と多彩なレクリエーション拠点の整

備、６.水と緑のネットワーク整備の大きく６つの地域構造フレームを計画し、５ペ

ージ下に概略位置図で示しています。次に６ページから７ページには、まちづくり

のデザイン（基本方針）を示しています。１.町土基盤の整備、２.生活環境の整備、

３.産業振興、４.教育文化振興と人権尊重、５.保健・医療・福祉の充実の５項目に

よりまとめています。なお詳細な基本計画、基本方針、今後の施策につきましては、

総合計画の本覧を参考にしていただきたいと思います。最後になりましたが、総合

計画に策定していますまちづくりを実現するためには、ダイジェスト版の裏面にか

かげていますまちづくりを実現するための推進体制を強化する必要があります。以

上のことを住民のみなさんと共に目標達成に向け、心躍動し、しあわせを感じるま

ちづくりを目指しています。概略でしたけれども秦荘町の総合計画についての説明

とさせていただきます。 

姓農委員（政策調整課長）  それでは続きまして愛知川町の総合計画のダイジェスト版

について説明させていただきたいと思います。愛知川町の総合計画については、３

ヵ年にわたり作成いたしました。平成１１年１２月に総合計画審議会を発足しまし

て、委員は１５名でございました。平成１２年７月から総合計画懇話会ということ
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で、公募委員、各種団体長、議会、町職員が５つの部会に分かれましていろいろと

討論いただきました。平成１３年６月にまちづくりフォーラムを開催しまして中間

報告、基調講演、また分科会でより多くの意見を聞かせていただきました。平成１

３年の８月に答申をしまして、９月に議決をいただいたということでございます。

愛知川町の基本構想として、計画期間は平成１４年度から平成２２年度までの９年

間です。まちづくりの基本理念は、１.人権の尊重とパートナーシップのまちづくり、

２.環境を守りやすらぎをまもるための確かな取り組み、３.健康と生きがい追求へ

の応援でございます。将来像としましては、これまでは「生活の質」の向上と人間

性の回復、自然回帰を軸に「活気ある小都市づくり」を基本理念としたまちづくり

ということでありましたが、今回は、あなたの安心、あなたの感動、あなたの元気

がみんなの財産ということで、愛と笑顔いっぱいの「やすらぎ街道都市」愛知川と

いうように定めます。「愛と笑顔いっぱい」とは、先人から引き継いだすばらしい歴

史や自然を大切にし、愛知川町に住んでいてよかった。これからも住みつづけたい。

住んでみたいといえるまちをみんなの手でつくりあげることが大切です。まちづく

りは住民と行政が一体となって進める共同事業であり、住民の「町を思う心＝愛」

と「元気なエネルギー」がまちを動かす原動力となります。愛と笑顔いっぱいのま

ちは、まちと人が元気な証拠です。いつも笑顔いっぱいのまち‘ほっとなＥまち愛

知川‘をめざすということです。「やすらぎ街道都市」とは、愛知川町は長い歴史の

中で、中山道を往来する人々や近江商人によって外部から伝えられる情報や文化を

取り入れながら、地域の個性と融合した風土を作り上げ固有の文化を形成してきま

した。これを土台とし一人ひとりの思いを大切にし、人と人がつながり、こどもか

らおとしよりまでが、楽しく安心して暮らせるとともに新たな活力がこのまちから

流れ出し、町全体が２１世紀の街道機能を有するような基盤整備、支援体制、環境

づくりをめざすということです。次のページはともにめざす基本指標ということで、

将来人口が書かれております。平成７年から平成１２年にかけて人口が非常に伸び

ております。平成７年から平成１５年の伸びでいきますと、平成２２年には１３，

５４３人となります。目標年次の平成２２年度の将来人口は１３，０００人、世帯

数は概ね４，８００世帯と設定いたしております。２番目の将来の地域構造は、先

ほど秦荘町もありましたように、愛知川町は全体を４つのゾーンに分けさせていた

だいております。やすらぎの田園環境の保全の創造（農地・農村集落）ということ

で、緑色がこれにあたります。ゆとりある田園住宅環境の創造（新興住宅地）がだ

いだい色のところです。にぎわいの街道都市環境の創造（市街地）が中心市街地で

濃いだいだい色のところです。環境や地域と共生する工業のベルト（工業地）がむ

らさき色のところです。次のページをめくっていただきますとテーマ別のまちづく

りの目標と基本方針ということで５つあがっております。この部分については、省

略させていただきます。次のページでございますが重点プロジェクトということで
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ございます。これにつきましては、私たちが目指す「愛と笑顔いっぱいのやすらぎ

街道都市 愛知川」を実現するため、住民と行政のパートナーシップに基づきなが

ら総合的に取り組み、積極的な展開を図っていくべき構想として「安心」「感動」「元

気」をキーワードに次の８つのプロジェクトについて推進していきます。安心を支

えるプロジェクトでは、１.安心応援ネットワークプロジェクト、２.やすらぎ街道

ネットワークプロジェクト、３.やすらぎ環境づくりプロジェクトの３つのプロジェ

クトを掲げています。安心応援ネットワークプロジェクトは、まちづくりアンケー

ト調査結果で多かった医療体制の充実や介護になっても安心して暮らせる福祉サー

ビスの充実といったニーズに答えるためのプロジェクトです。地域ケア体制づくり

と保健・医療・福祉の連携のもとに、家庭、地域、町、広域レベルでのネットワー

ク化を図っていきます。次にやすらぎ街道ネットワークプロジェクトです。快適で

安全な幹線道路の整備と水辺と緑にあふれながらサイクリング、ジョギングなど健

康づくりに役立つ「水と緑のネットワーク」、公園、広場、コミュニテイ施設等地域

の資源や集いの場を安心して歩ける「やすらぎウォーキングネットワーク」を形成

します。 やすらぎ環境づくりプロジェクトは、人・環境共生のまちづくりの推進

として総合的な環境施策を推進するとともに、住民の安心と安全を確保するため、

住民、事業所、行政の役割を明確し、その機能や能力を生かし協働して安心で安全

なまちづくりを推進することとしています。次に感動を応援するプロジェクトでは、

（１）町じゅうミュージアムのまちづくり、（２）町じゅう生涯学習のまちづくりを

掲げています。町じゅうミュージアムとは、まち全体をひとつの生きた博物館、開

かれた博物館とみたてて、地域の自然や生活を含む環境全体をそのまま保全・活用

し、地域の振興を図ろうとするものです。ここでは、地域の資源をどのように情報

収集し、活用していくかと、基本計画と掲げています博物館の整備がどのような役

割を示すのか、既存の公民館、図書館の役割分担も含めて掲げています。町じゅう

ミュージアムは「モノ」がキーワードになりますが町じゅう生涯学習のまちづくり

では、「人」がキーワードになります。町じゅうミュージアムのまちづくりを基盤と

して、豊富な学習資源を生かしながら、住民一人ひとりが「気づき」から「学び」

へそして、学びを生かし、分かちあえるよう積極的に支援します。次に、元気で築

く重点プロジェクトは、（１）いきいきネットワークプロジェクト、（２）すこやか

親・子育てプロジェクト、（３）にぎわいとやすらぎの「愛知川宿」新生プロジェク

トの３点です。いきいきネットワークプロジェクトは、住民の「町を思う心＝愛」

と「元気なエネルギー」を最大限尊重し、住民の自発的で創意に満ちた多彩な活動

のネットワーク化を図り、住民が楽しくいきいきと活動できるまちづくりを進める

ため、各集落において地域の課題である土地利用の検討、地域教育、地域福祉、安

全で安心なまちづくり、地域環境等について、まちづくり計画書を策定いただきた

いと考えています。すこやか親・子育てプロジェクトは、本町は近年の転入人口増
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加に伴って子ども人口の多いまちです。次代を担う子どもたちが未来に夢をもちな

がら健やかに成長し、若い力が伸びていくよう子育て支援に対する総合体制の整備

を図るとともに、地域ぐるみで子どもの発達段階に応じた成長支援と子育てに不安

をもつ親の支援に努めます。にぎわいとやすらぎの「愛知川宿」新生プロジェクト

は、まちの歴史的シンボルである中山道「愛知川宿」を現代の価値で見直し、にぎ

わいとやすらぎのある街並みを形成するとともに、人・モノ・情報が活発に行き交

う現代の宿場として新しく生まれ変わるため、道の整備、地域活動の育成、ゾーン

整備の検討、拠点整備の取り組みを進めるものです。以上が重点プロジェクトとし

てあげさせていただいたものです。公募委員、議会、町職員により総合計画の実現

のために話しあっていただいて、いろいろと提言いただいて総合計画に反映したも

のでございます。以上でございます。 

細江局長  ありがとうございました。２町の総合計画のダイジェスト版について説明し

ていただきました。何か内容等についてご質問等あればよろしくお願いいたします。

ないようでございましたら、事務局案についてご説明したいと思います。２町合併

における効果と課題ということで説明させていただきたいと思います。あたらしい

たしかなまちづくり、心ふれ愛・笑顔いっぱいの元気なまちづくりを目指すという

ことであげさせていただいております。（１）２町がめざす地域づくりということで、

地域の歴史的・文化的な結びつきや地勢、住民の日常生活でのつながりから、全体

として目指す方向が理解され、具体的に議論が深められる。合併することが目的で

はなく、自立した、地域の特性を生かした、自治体運営を目指し、今後続けていく

ことが目的であり、その選択肢のひとつに市町村合併がある。（２）合併の効果を生

かすということで、効果としてあげさせていただいております。１つ目が、住民の

多様な行政ニーズに応えるということで、景観、土地利用、環境、水質を守るため、

都市計画や環境分野に関する専門知識をもった職員の配置をしていくということで

す。２つ目が、広域的な交通体制の整備促進ということで地域を縦横断する主要道

路、名神・国道・ＪＲと結ぶ交通体系の整備です。３番目が、広域的なまちづくり

の推進ということで、子どもたちの発達にあわせた野外活動施設、高齢者の健康増

進のための施設、やる気のある農業者を支援する施設などスケールメリットを生か

した整備です。４番目が、行財政の効率化とサービスということで、総務、企画、

会計等の管理部門を統合し、専門職員の確保。また、三役や各種行政委員会委員、

議員の減、各種計画策定の一本化による経費節減。類似施設の重複をなくし施設を

効率的に活用し、管理委託などにより人件費の削減が図っていけるということでご

ざいます。５番目に、住民の利便性の向上ということで、専門図書の充実や共同利

用、体育館や文化ホール等の相互利用、イベントへの参加や交流の確保と競技団体

の強化が図れる。６番目が、地域のイメージアップと総合的な活力の強化というこ

とで、観光地、地場産業、歴史文化資源などのネットワーク化、地域の存在感やイ



第 7回研究会会議録.doc 9

メージアップ、企業誘致や若者の定着をめざすことができる。７、政策形成能力の

向上ということで、各種の相談担当、環境保全、ボランティア活動、ＮＰＯ支援、

福祉サービス、国際交流、男女共同参画、伝統文化など各担当の専任職員の配置と

専門知識の習得、住民のよきアドバイザーとなり、住民との協働、住民によるまち

づくりを作っていくことができるだろうというようなことで、効果としてあげさせ

ていただいております。次に、合併による懸念事項の払拭策でございますが、１番

目に、住民の声が届かなくなるということで、窓口担当者の新設や住民代表の参加

機会、広報・広聴の充実強化を図っていって懸念事項を払拭していく。２番目に、

名称が消え愛着が薄れるということで、地域に定着してきた名称などは積極的に残

す。新しい地域の誇りをみんなで創っていこうということでございます。３番目に

周辺部と中心部の格差が広がるということで、新町の建設計画には住民参加、協働

の計画づくりとアンケート調査等を計画に反映させていこうということでございま

す。４番目に、行政サービスや負担に差が出るということで、どの程度の負担が適

当であるか、将来も視野に入れ議論する。５番目に、役場が遠くなるとうことで、

情報化の促進を更に図り解消する。６番目が、きめ細かなサービスができなくなる

ということで、専門職員の配置や、職員の政策形成能力の向上など、意識改革を図

っていくというようなことであげさせていただいております。以上２町合併におけ

る効果と課題の事務局案を説明させていただきましたが、この件について、または

それ以外についてご質問等ありましたらよろしくお願い致します。 

平元議長  はい、ありがとうございました。それでは、ただ今２町の総合計画のダイジ

ェスト版について説明申し上げました。また、２町合併における効果と課題につい

て事務局案を事務局の方から申し上げました。いろいろとご意見いただきたいと思

いますが、ここで暫時休憩をさせていただきたいと思います。再開は３時というこ

とでよろしくお願い致します。 

 

                 暫時休憩          

             

平元議長  ご意見その他ございましたら、拝聴させていただきたいと思います。もし、

この場でなければ、またいろいろと精査をいただきまして事務局の方にご提案をい

ただければたいへんありがたいと思いますが、いかがでしょうか。 

全員    異議なし。 

平元議長  ありがとうございました。また、いろいろとご意見等精査いただきまして事

務局の方まで提案いただきたいと思います。それでは、次お願いします。 

 

６．その他 
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細江局長  その他でございますが、７月５日と１２日の土曜日に合併講演会を開催させ

ていただくことになっております。講演のテーマ、要旨、講師の紹介等が書かれて

おりますが、先生からその他の資料を送っていただき作成し、参加者の方にお配り

させていただきたいと考えております。秦荘会場につきましては、秦荘町の町長さ

ん、上田議長さんに開会と閉会の挨拶をお願いしたいと思います。愛知川会場につ

きましては、愛知川町の町長さん、森議長さんに開会と閉会の挨拶をお願いしたい

と思います。住民対話集会等参加者が少なかったということで、今回につきまして

は、各種役員さんに通知させていただいておりますが、みなさまもいろいろとご啓

発をよろしくお願いしたいと思います。その他いろいろと参考資料をつけさせてい

ただきました。参考資料ということで、第２７次地方制度調査会の今後の地方自治

制度のあり方についての中間報告、地方税財政のあり方についての意見ということ

でつけさせていただいておりますので、参考にしていただきたいと思います。もう

一つは、平成１５年６月１８日第１４回経済財政諮問会議で、内閣総理大臣の指示

が出されております。その中に、地方交付税については、「改革と展望」の期間中に

交付税の財源保障機能全般を見直して縮小し交付税総額を抑制する。こうした取り

組み等により交付税への依存体質からの脱却を目指す。また、不交付団体の人口の

割合を大幅に高めていくとなっております。また、次の資料は、２町が合併重点支

援地域の指定をうけた関連記事を参考につけさせていただいております。その他、

先進地視察研修に参加いただきました方に、個人負担金収支報告書をつけさせてい

ただいております。以上、事務局からはこの程度でございますが、みなさま方から

何かございましたらよろしくお願いします。 

平元議長  ありがとうございました。ただ今、秦荘・愛知川合併講演会の開催要領につ

きましてご説明申し上げましたが、大変ご多用の中ではございますが全員の出席を

よろしくお願い申し上げたいと思います。また、参考資料につきまして、第２７次

地方制度調査会の中間報告、あるいはまた、地方税財政のあり方等々について参考

資料を配布させていただいておりますが、また、ご熟読いただきたいと思います。

それでは、次に７番目のラポール秦荘の施設につきまして、担当課長さんの方から

説明をお願いします。 

 

７．施設概要説明および施設見学 

秦荘町村西委員（住民課長）よりラポール秦荘の施設概要説明。 

 

平元議長  それでは本日の会議全般にわたりまして何かございましたらご発言をお願い

したいと思います。なければ、閉会させていただきます。 

竹中委員  その他ということで、法定協議会に向けていよいよ県の方から天野さんが派

遣され、今日まで能登川・安土・五個荘で十分に経験が豊富な方だということを聞
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かせていただきました。こういった中で、今後の事務局体制も整ってきた中で、い

ろいろスケジュール等もむずかしい面にぶつかっていくこともあると思います。い

よいよ、法定協議会の立ち上がりとかに向かって進んでいかなければいけないと、

タイムリミットもあると聞いておりますし、そのような中でできるだけ順調よく、

早い体制の中で進めていけばどうかなと思います。事務局の進め具合や、また、み

なさまのご意見をふまえながらが大切だと思っておりますので、早い体制の中でや

っていただくように、事務局もがんばっていただきたいとこのように思っておりま

す。 

平元議長  ありがとうございます。大変力強い激励の声ということで解釈させていただ

いてよろしいでしょうか。 

竹中委員  はい。 

平元議長  ありがとうございます。その他にございませんでしょうか。ないようでござ

いますので、それでは本日の会議はこれで終了させていただきたいと思います。申

し訳ございません。ひとつ申し遅れましたが、次回の会議でございますが、本来で

ございましたら８月６日ということになりますが、局長が海外に出張いたしますの

で大変申し訳ございませんが、調整させていただきまして後日報告申し上げるとい

うことでよろしいでしょうか。 

全員    異議なし。 

平元議長  ありがとうございます。 

細江局長  ありがとうございます。愛知川町の姉妹提携都市へ出張させていただくこと

になっております。次回日程につきましては、調整させていただいて、報告させて

いただきたいと思いますのでよろしくお願いします。閉会にあたりまして、北川副

会長の方からあいさつをお願いします。 

北川副会長 閉会にあたりましてひとことお礼を申し上げます。本日、第７回の秦荘町・

愛知川町合併研究会を開催させていただきましたところ、たいへんお忙しい中ご出

席いただきましてありがとうございます。また、本日の議案としまして、会計決算

の認定を求めることについて、原案通り可決いただきましてかさねてお礼申し上げ

ます。今回、秦荘・愛知川合併講演会を開催させていただく訳ですが、委員のみな

さまがたには多くのみなさまがご出席いただきまして、合併の気運を盛り上げてい

ただきますようにお願い申し上げる次第でございます。また、合併における効果と

課題につきましては、事務局の説明のみになってしまったわけでございますが、い

ろいろ課題もあると思います。今後これらにつきまして、十分具体的に案を作成し

なければならないと、このように考えております。また、みなさま方から事務局に

ご意見をいただきますようおねがいする次第でございます。それでは、これで終わ

らせていただきたいと思います。大変ごくろうさまでした。 


